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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 19,118 ― 475 ― 512 ― 239 ―

20年3月期第2四半期 20,013 2.1 △531 ― △521 ― △366 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 11.30 ―

20年3月期第2四半期 △17.22 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 29,145 14,823 48.7 672.63
20年3月期 34,352 14,838 41.1 663.67

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  14,204百万円 20年3月期  14,113百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 4.00 ― 5.00 9.00
21年3月期 ― 4.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 5.00 9.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 46,000 △4.9 870 48.6 900 37.5 540 86.1 25.51

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

[（注）詳細は、 ３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。]  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

[（注）詳細は、 ４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。]  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業 
  績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
  なお、上記予想に関する事項は四半期決算短信３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご参照ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年3月14日 企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会 
  計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年3月14日 企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い 
  四半期連結財務諸表を作成しております。 
３．予想１株当たり当期純利益の算出に際しましては、９月末時点において合理的に算出可能な予想期中平均株式数（21,167,383株）を使用しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  21,378,217株 20年3月期  21,378,217株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  260,633株 20年3月期  112,021株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  21,217,181株 20年3月期第2四半期  21,272,860株
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当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、サブプライムローン問題に端を発した金融市場の
混乱と原油・原材料価格の上昇などにより景気は減速感が強まりました。北海道経済についても公共投
資は減少、個人消費の不振も続き、経営環境は厳しい状況で推移してまいりました。 
 また、当社グループの主な事業領域である情報通信市場は、ブロードバンドサービスの普及や新サー
ビスの登場などにより大きく変化しております。光アクセスサービスの需要はさらに増加し、新サービ
ス・低料金化など、お客様獲得に向けた厳しい競争状況が続いております。 
 このような状況において、当社グループは、「中期経営計画」（平成20年度～22年度）のもと、グル
ープ企業価値の向上を目指し、グループ全社あげての業務改善およびグループトータルコストの削減に
努めております。当四半期においては、連結子会社間の合併を実施するなど、グループ総合力の強化を
図っているところであります。 
 連結経営成績につきましては、景気停滞から続く厳しい受注環境を受け、売上高は19,118百万円（前
年同期20,013百万円）となりました。損益面では、情報通信サービス事業におけるコスト改善等によ
り、営業利益は475百万円（前年同期△531百万円）、経常利益は512百万円（前年同期△521百万円）、
四半期純利益は、特別損失として固定資産の減損損失を計上した結果239百万円（前年同期△366百万
円）となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

（情報通信設備事業） 

光ファイバー関連工事のエリア拡大傾向の鈍化および工事の小規模化進行等により、売上高は前年同
期より676百万円減少し12,578百万円に、営業利益は前年同期より75百万円減少し254百万円となりまし
た。 

  

(情報通信サービス事業) 

厳しい受注環境の影響を受け、売上高は前年同期より261百万円減少し4,941百万円となりました。損
益面では、前年においてはシステム開発の受注案件の一部に大幅な採算悪化が発生し営業損失となりま
したが、今年度取組んでいるプロジェクト管理の徹底や選別受注の強化等により営業利益は前年同期よ
り1,162百万円増加し、449百万円の営業利益となりました。 

  

(販売リース事業) 

低迷が続く北海道内の景気動向を受け、売上高は前年同期より38百万円減少し3,000百万円となり、
損益面においても、リース部門において営業拠点を統合し、効率化を図るなどその他コスト改善に努め
ましたが、営業利益は前年同期より12百万円減少し、112百万円となりました。 

  
(注) 当連結会計年度から、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３

月14日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年
３月14日）を適用しております。 
 このため、「連結経営成績に関する定性的情報」における前年四半期連結累計期間との比較につきまし
ては、参考値として記載しております。 
  
  

当第2四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ5,207百万円（15.2％）減少
の29,145百万円となりました。流動資産は前連結会計年度に集中して計上された売上債権などが回収さ
れ減少し、前連結会計年度末に比べ4,303百万円（26.6％）減少の11,853百万円、固定資産は減損及び
減価償却により903百万円（5.0％）減少の17,292百万円となりました。 
 負債合計は借入金などの減少により、前連結会計年度末に比べ5,192百万円（26.6％）減少の14,321
百万円となりました。 
 純資産合計は、自己株式の取得などにより、前連結会計年度末に比べ14百万円（0.1％）減少の
14,823百万円となりました。 
 以上の結果、自己資本比率は前期末の41.1％から48.7％に増加し、第2四半期末発行済株式数にもと
づく1株当たり純資産は、前期末の663.67円から672.63円に増加しました。 
  

【定性的情報・財務諸表等】

1.【連結経営成績に関する定性的情報】

2.【連結財政状態に関する定性的情報】
  (1) 財政状態の分析
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当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計
年度と比較し533百万円、第1四半期連結会計期間末と比較し610百万円それぞれ減少し、762百万円とな
りました。 
 当第2四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況と、それらの増減要因は次のとおりで
あります。 
  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第2四半期連結会計期間における営業活動の結果、使用した資金516百万円となりました。 

 主な要因は、たな卸資産の増加によるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第2四半期連結会計期間における投資活動の結果、使用した資金は255百万円となりました。 

 主な要因は、固定資産の取得によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第2四半期連結会計期間における財務活動の結果、160百万円の収入となりました。 

 主な要因は、短期借入金の純増加額によるものであります。 

  

当第２四半期における業績は概ね計画どおりに進捗しており、当社グループの通期の業績予想につき
ましては、現在のところ平成20年5月15日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 
  
  

  

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

  当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率が、前連結会計年度末に算定したものと著しい 
  変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算 
  定しております。 

  

２．棚卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計 
 年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 
  また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味 
 売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

３．固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して 
算定する方法によっております。 
  

４．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに 
限定する方法によっております。 
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か 
つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末におい 
て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
  

 (2) キャッシュ・フローの状況

3.【連結業績予想に関する定性的情報】

4.【その他】
(1) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年   
  ３月14日 企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会  
  計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また 
  、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
  
２．「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計 

  基準第９号)を適用し、評価基準については原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下 
  げの方法)に変更しております。 
    なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 

  

  

  

(2) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 847,926 1,428,997

受取手形及び売掛金 1,362,798 2,050,842

完成工事未収入金 4,775,781 10,504,530

商品 32,537 28,865

仕掛品 445,963 254,512

未成工事支出金 3,422,977 1,158,708

材料貯蔵品 146,340 137,738

繰延税金資産 423,626 395,073

その他 437,217 250,233

貸倒引当金 △42,025 △52,928

流動資産合計 11,853,144 16,156,574

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,237,266 4,422,421

土地 3,741,997 3,756,197

その他（純額） 4,856,045 5,371,136

有形固定資産合計 12,835,309 13,549,755

無形固定資産 378,902 455,921

投資その他の資産

投資有価証券 1,554,930 1,556,491

長期貸付金 115,856 123,128

繰延税金資産 1,609,037 1,696,748

その他 1,009,874 1,064,061

貸倒引当金 △211,718 △250,039

投資その他の資産合計 4,077,981 4,190,390

固定資産合計 17,292,192 18,196,068

資産合計 29,145,336 34,352,642

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,202,778 1,734,311

工事未払金 1,703,031 2,126,872

短期借入金 620,000 3,560,000

1年内返済予定の長期借入金 1,670,350 1,679,949

未払法人税等 161,898 273,877

賞与引当金 540,359 509,058

その他の引当金 2,039 43,400

その他 1,014,514 1,345,842

流動負債合計 6,914,971 11,273,310

固定負債

長期借入金 2,730,306 3,564,722

退職給付引当金 3,725,408 3,608,808

役員退職慰労引当金 198,553 323,565

負ののれん 50,202 28,402

再評価に係る繰延税金負債 363,159 363,452

その他 338,977 351,964

固定負債合計 7,406,606 8,240,916

負債合計 14,321,578 19,514,226 
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（単位：千円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部 

株主資本 

資本金 1,432,939 1,432,939 

資本剰余金 9,340 9,374 

利益剰余金 13,062,461 12,928,727 

自己株式 △67,246 △29,643 

株主資本合計 14,437,495 14,341,398 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 270,163 275,354 

土地再評価差額金 △503,353 △502,921 

評価・換算差額等合計 △233,189 △227,566 

少数株主持分 619,453 724,584 

純資産合計 14,823,758 14,838,415 

負債純資産合計 29,145,336 34,352,642 
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(2)【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

売上高 19,118,883 

売上原価 16,889,377 

売上総利益 2,229,505 

販売費及び一般管理費 1,753,624 

営業利益 475,881 

営業外収益 

受取利息 2,893 

受取配当金 18,242 

負ののれん償却額 13,156 

その他 68,735 

営業外収益合計 103,028 

営業外費用 

支払利息 41,618 

賃貸費用 15,568 

その他 9,310 

営業外費用合計 66,498 

経常利益 512,411 

特別利益 

貸倒引当金戻入額 17,649 

役員退職慰労引当金戻入額 21,766 

受取保険金 24,250 

その他 6,802 

特別利益合計 70,468 

特別損失 

減損損失 108,522 

その他 55,182 

特別損失合計 163,704 

税金等調整前四半期純利益 419,175 

法人税、住民税及び事業税 173,096 

法人税等調整額 61,818 

法人税等合計 234,915 

少数株主損失（△） △55,447 

四半期純利益 239,707 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 419,175 

減価償却費 940,058 

減損損失 108,522 

負ののれん償却額 △13,156 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △49,224 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 116,599 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △125,012 

賞与引当金の増減額（△は減少） 31,301 

受取利息及び受取配当金 △21,136 

支払利息 41,618 

持分法による投資損益（△は益） 4,540 

固定資産除売却損益（△は益） 4,555 

売上債権の増減額（△は増加） 6,472,336 

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,467,994 

仕入債務の増減額（△は減少） △955,373 

未払消費税等の増減額（△は減少） △273,345 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 92,620 

その他 19,435 

小計 4,345,523 

利息及び配当金の受取額 21,078 

利息の支払額 △38,082 

確定拠出型年金への移行に伴う支払額 △20,594 

法人税等の支払額 △281,346 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,026,578 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

定期預金の預入による支出 △19,255 

定期預金の払戻による収入 67,093 

投資有価証券の取得による支出 △191 

投資有価証券の売却による収入 1,900 

固定資産の取得による支出 △893,751 

固定資産の売却による収入 204,023 

貸付けによる支出 △35,764 

貸付金の回収による収入 41,648 

子会社株式の取得による支出 △12,258 

その他 17,366 

投資活動によるキャッシュ・フロー △629,189 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,940,000 

長期借入金の返済による支出 △844,015 

自己株式の取得による支出 △37,971 

自己株式の売却による収入 334 

配当金の支払額 △106,445 

少数株主への配当金の支払額 △2,524 

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,930,623 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △533,233 

現金及び現金同等物の期首残高 1,296,034 

現金及び現金同等物の四半期末残高 762,800 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

 
(注)１ 事業区分の方法 

    事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 
２ 各事業区分 

 
  

在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

(4)【継続企業の前提に関する注記】

(5)【セグメント情報】

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)

情報通信 
設備事業 
(千円)

情報通信
サービス事業

(千円)

販売リース
事業 
(千円)

計
(千円)

消去 
又は全社 
(千円)

連結
(千円)

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

12,368,492 4,739,477 2,010,913 19,118,883 ― 19,118,883

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

210,483 201,808 989,290 1,401,583 (1,401,583) ―

計 12,578,976 4,941,286 3,000,203 20,520,466 (1,401,583) 19,118,883

  営業利益 254,146 449,416 112,528 816,092 (340,210) 475,881

情報通信設備事業 …… 電気通信設備・電気設備・無線システム・その他設備工事全般の設

計、施工、保守およびサービス、警備業、労働者派遣業に関する事業

情報通信サービス事業 …… 情報・通信のシステムソリューション、ソフトウェアの開発、情報通

信機器等の販売・据付工事および保守、通信回線利用サービスに関す

る事業

販売リース事業 …… 事務機器等の販売、リース・レンタルに関する事業

【所在地セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)

【海外売上高】

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)

(6) 【株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記】
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「参考資料」

（1）前四半期に係る財務諸表等

  中間連結損益計算書

前中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

区分 金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ 売上高 20,013,191 100.0

Ⅱ 売上原価 18,395,134 91.9

売上総利益 1,618,057 8.1

Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,150,055 10.7

営業損失(△) △531,998 △2.6

Ⅳ 営業外収益

受取利息 2,966

受取配当金 17,801

受取賃貸料 16,661

負ののれん償却額 11,459

保険解約金 20,010

受取手数料 5,722

その他 21,872 96,494 0.5

Ⅴ 営業外費用

支払利息 54,584

持分法による 
投資損失

10,963

賃貸資産関連費用 14,265

その他 5,882 85,696 0.4

経常損失(△) △521,200 △2.5

Ⅵ 特別利益

役員退職慰労引当金 
取崩益

220

前期損益修正益 9,309

その他 858 10,388 0.0

Ⅶ 特別損失

固定資産除却損 4,871

減損損失 3,155

取引先支援損 7,875

前期損益修正損 25,434

その他 6,693 48,029 0.2

税金等調整前 
中間純損失(△)

△558,841 △2.7

法人税、住民税及び 
事業税

200,231

法人税等調整額 △309,734 △109,502 △0.5

少数株主損失(△) △82,930 △0.4

中間純損失(△) △366,408 △1.8
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（2）セグメント別受注高及び売上高の状況

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年９月30日)

         金   額
構成比
 (％)

受
注
高

前
期
繰
越
高

 情報通信設備事業 9,012,952 92.0

 情報通信サービス事業 786,482 8.0

 販売リース事業 ― ―

合        計 9,799,434 100.0

当
期
受
注
高

 情報通信設備事業 24,458,585 76.6

 情報通信サービス事業 5,444,077 17.1

 販売リース事業 2,010,913 6.3

合        計 31,913,576 100.0

売
 情報通信設備事業 12,368,492 64.7

上
 情報通信サービス事業 4,739,477 24.8

高
 販売リース事業 2,010,913 10.5

 合        計 19,118,883 100.0

受  情報通信設備事業 21,103,045 93.4

注  情報通信サービス事業 1,491,082 6.6

残  販売リース事業 ― ―

高 合        計 22,594,127 100.0

11

㈱つうけん（1940）平成21年３月期　第2四半期決算短信




